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≪配点は，一般入試学生募集要項に記載の通り．≫

(注意)

1. この問題は個人が作成した京大模試であり，京都大学の公式問題ではない．

2. 試験時間は 150分を推奨する．

3. 問題及び解答冊子は各自の判断で開くこと．

4. 解答冊子は表紙のほかに 16ページ用意すると良い．

5. 問題は全部で 6題ある (1ページから 2ページ).

6. 解答は解答冊子の指定された解答用ページに書くと良い．ただし，続き方をはっき

り示して計算用ページに解答の続きを書いても良い．この場合に限って計算用ペー

ジに書かれているものを解答の一部として採点すると良い．それ以外の場合，計算

用ページは採点の対象としないようにすると良い．

7. 解答のための下書き，計算などは，計算用ページに書くと良い．

8. 解答冊子を Twitterで作者に送ると採点されることがある．

9. 問題冊子は再配布してもよく，改変してもよいが，ライセンス違反にならないよう

に注意する必要がある．
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１ (30点)

　条件 (＊)は，楕円 C が円であるための必要十分条件であることを示せ．

(＊) C 上の任意の 4点に対し，4点すべてを通るような円が存在する．

２ (30点)

　複素平面上で 0でない相異なる複素数 α，β，γ と原点 O が同一円周上にあると

き，複素平面上で複素数
1

α
，

1

β
，

1

γ
は原点を通らない同一直線上にあることを示

せ．ただし，複素平面を複素数平面ともいう．

３ (35点)

　半径が 1の定円と，3つの動点 P，Q，Rがあって，P は円周および内部を，Q，

Rは円周上を，それぞれが重ならないように動く．このとき，
−−→
PQ ·

−→
PRの取りうる

値の範囲を求めよ．

— 1 —



４ (35点)

　さいころを n回投げる．k 回目に出た目の値を Xk とする．このとき，

S =
n∑

k=1

X2
k が 3の倍数となる確率を求めよ．

５ (35点)

(1) a，bは a < bを満たすとする．また，f(x)は実数全体で定義され，次の式に

よって定められる関数とし，g(x)，h(x)は a ≦ x ≦ bで定義された微分可能

な連続関数とする．

f(x) =

∫ b

a

|g′(t)− xh′(t)|dt

このとき，a ≦ c ≦ bを満たすような実数 cで，条件 (＊)を満たすものが存

在することを示せ．

(＊) 任意の実数 xに対し，f(x) ≧ 2g(c)− g(a)− g(b)が成り立つ．

(2) k を正の実数とする．0 ≦ x ≦ k の範囲で y =
ex − e−x

2
，y = mx，x = k

の 2つ以上で囲まれた部分の面積を S とする．mが実数全体を動くとき，S

の最小値と，そのときのmの値を求めよ．

６ (35点)

　 a，b，cは 0でない複素数であるとし，整式 ax2 + bx+ cは x3 − 1を割り切る

とする．このとき，整式 bx2 + cx+ a，cx2 + ax+ bもそれぞれ x3 − 1を割り切る

ことを示せ．

問題は，このページで終わりである．
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